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１． はじめに 

CAE（Computer Aided Engineering）は実際に

製品を作る前にコンピュータシミュレーションを

利用して，機能や性能を短期間で把握することが出

来るため，近年の製品開発には必要な技術となって

いる 1) ．これは，低価格で高性能なハードウェア

が購入できるようになったことや，簡易的な CAE

であれば，3DCAD に付属されるようになったこ

と，また，それに伴い操作が簡易になってきたこと

などが関係している 2),3) ．この CAE 技術は今後，

三重県内の中小企業が新しく自社製品の開発を行

う時や設計期間の短縮等を行うのに必要となる技

術である． 

本研究では，設計に CAE（構造解析）を利用す

ることで，効率的な設計を行うことができるかを確

認するために，下水道用マンホール蓋の荷重試験に

用いられる治具の軽量化を目的として，設計および

構造解析を行った． 

図 1 は下水道用マンホール蓋の荷重試験を，図 2

は当所の金属研究室（桑名市）にある，下水道用マ

ンホール蓋荷重試験の冶具を示す．下水道用マンホ

ール蓋の荷重試験の方法は，JIS4）や JSWAS5)に規

定されているが，治具の形状については，明記され

ていない．また，治具の形状は内部にダイアルゲー

ジなどのマンホール蓋の変形を測定するための計 

 

＊   プロジェクト研究課 

＊＊  金属研究室 

測機器を取り付けることから空洞になっている．金

属研究室にある，治具は重量が28kgとなっており，

作業性が悪いという課題がある．そこで，本稿では，

この冶具を必要な条件を満たしかつ，より軽量なも

のを設計することとした． 

 

 

図 1 下水道用マンホール蓋の荷重試験 

 

 

図 2 下水道用マンホール蓋の荷重試験用の治

具（金属研究室所有） 
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